
 

（別紙） 

 

ＩＨクッキングヒーターのユーザビリティ向上に向けた取り組みについて 

 

 

１．ＩＨユーザビリティ調査・研究に向けた取り組み 

平成 16 年に、視覚障がいのお客さまからいただいた声がきっかけとなり、高齢者や障が

い者におけるＩＨの使いやすさを検証する調査・研究活動と、お客さまサービスの向上に取

り組んでいます。 

 

＜調査協力＞ ※50音順 
奥秋 曜子先生（料理家）、かるがもの会、（財）共用品推進機構、更友会、国立障害者リハ
ビリテーションセンター、埼玉県パーキンソン病友の会、北海道公立学校法人札幌医科大学、

（社）聴力障害者情報文化センター、（社）東京都視覚障害者生活支援センター、（社）日本

点字図書館、（社）日本リウマチ友の会、山梨県立盲学校、横浜市片麻痺協会 
 

 

（参考)ＩＨユーザビリティ調査の様子 

 

 

 
 
 
 
２．ＩＨユーザビリティガイドラインの策定とメーカーへのフィードバック 
 ＩＨユーザビリティ調査の分析結果をもとに、使いやすいボタンの形状、表示、配置、操

作方法を明らかにした上でユーザビリティガイドラインを策定し、機器メーカーに情報提供

することにより、ＩＨのユーザビリティ向上に貢献しています。 
 

＜視覚障がい者による検証＞ ＜肢体不自由者による検証＞ ＜字幕・手話に関する調査＞ 



（参考）お客さまの声を商品開発につなげる取り組み 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
（参考）ユーザビリティガイドライン ※抜粋 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（参考）製品への反映例  ～高齢者や障がい者にも使いやすいＩＨが誕生～ 
 

  

 

 

 

 

 

 

 



３．お客さまサービスの向上と理解活動の展開 

高齢者や障がい者などの特性にあわせて、操作説明方法を標準化したマニュアルを作成し、

お客さま対応時の内容充実を図るなど、ソフト面での対策を講じました。 
また、他電力会社や地方自治体、福祉施設などにも情報提供するほか、勉強会や調理体験

会の開催、自立支援訓練への協力など、これらの活動を通じてＩＨユーザビリティ向上にか

かわる理解促進・普及活動に取り組んでいます。 
 
 
（参考）説明方法の標準化マニュアル ※抜粋 
  
  

      
 
 
（参考）ＩＨ調理体験会の開催 
  

 

 
 
 

以 上 

＜視覚障がい者に対する鍋の位置説明方法＞ 

＜福祉イベントでの説明＞ ＜視覚障がい者への調理体験＞ ＜地方自治体職員との勉強会＞ 

＜聴覚障がい者に対するＩＨしくみの 
 説明方法（字幕・手話付きDVD）＞ 


